
令和５年中における交通人身事故の発生状況について

令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ８ 日
千 葉 県 警 察 本 部
交 通 部 交 通 総 務 課

注１：「死亡」とは、交通事故発生から２４時間以内に当事者が亡くなった事故をいう。
２：「重傷者」とは、交通事故により負傷したものであって、１か月（３０日）以上の治療を要する者をいう（医師の診断を基準としている。）。
３：「子供」とは、中学生までの者、「若者」とは、１５歳以上２４歳以下（中学生を除く。）の者、「その他」とは、２５歳以上６４歳以下の者、「高齢者」とは、

６５歳以上の者をいう。
４：「飲酒運転による人身事故」とは、原付以上の運転者（自動車、自動二輪車及び原動機付自転車）が飲酒運転で第１当事者となった死傷事故をいう。
５：数値は、単位未満で四捨五入してあるため、合計等が内訳の数値と一致しない場合がある。

【令和５年中の交通人身事故概要】（資料１－１）

・ 交通人身事故件数：１３，５６４件（前年比＋３４１件）

・ 死者数：１２７人（同＋３人）【内訳：子供２人、若者６人、その他５０人、高齢者６９人】

・ 負傷者数：１６，２５９人（同＋４２０人） うち重傷者数：１，５７６人（同＋８８人）

［主な特徴］

・ 死者数のうち、高齢者が６９人で約５割（５４．３％）を占めている。（資料１－１）

・ 歩行中死者が５４人で約４割（４２．５％）を占めており、このうち高齢者は３６人で約７割（６６．７％）を占めている。（資料１－２）

・ 高齢運転者による死亡・重傷事故は、全年齢層の運転者による死亡・重傷事故の約３割（２９．１％）を占めている。（資料３－２）

・ 二輪車が関係する死亡・重傷事故のうち、二輪車対車両が約９割（８９．２％）を占めており、このうち出会い頭が約４割（３７．８％）、

右折直進が約３割（３１．６％）と多い。（資料５）

・ 自転車が関係する死亡・重傷事故のうち、自転車対車両が約８割（８３．４％）を占めており、このうち出会い頭が約５割（５１．２％）と

多い。（資料６－１）

・ 自転車乗用中死者・重傷者のヘルメット着用率は１３．８％で、令和４年（７．６％）と比較して倍増している。（資料６－３）

・ 児童（小学生）の死者・重傷者数は減少しており、死者はいなかった。（資料７）

・ 飲酒運転による交通人身事故は１１６件（前年比－７件）で、このうち死亡事故は６件（同－１件）であった。（資料８－１）

※飲酒運転詳細分析（資料８－３、８－４）

・ 飲酒先は、飲食店が全体の約５割（５０．９％）を占めている。

・ 飲酒終了から、３時間以上経過後に運転を開始している者が約３割（３１．９％）を占めている。

・ 運転開始場所は、飲食店駐車場、自宅駐車場及びコインパーキングで約７割（６６．４％）を占めている。

・ 飲酒運転に対する主な弁解は、「警察に見つからなければ大丈夫だと思った。」、「アルコールは抜けたと思った。」 などであった。
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１－１ 交通人身事故発生状況

【令和5年の特徴】
・平成26年以降、交通人身事故件数、死者数、負傷者数及び重傷者数は減少傾向で推移している。特に、令和2年に大きく減少して以降、横ばいである。
・死者数のうち、高齢者が約5割（54.3%）を占めている（重傷者数では、その他の年代が約半数を占める。）。

交通人身事故件数・負傷者数・重傷者数・死者数の
推移（Ｈ２６～Ｒ５）

年齢層別死者数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）

年齢層別重傷者数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）

(死者)(件・人)

(人)

(人)

注：（ ）内の数値は、令和５年中の死者数の割合を示す。

注：（ ）内の数値は、令和５年中の重傷者数の割合を示す。

令和５年中
死者数：１２７人

令和５年中
重傷者数：１，５７６人

注１：重傷者数は、負傷者数の内数を示す。
２：（ ）内の数値は、前年比を示す。
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１－２ 交通人身事故発生状況

【令和5年の特徴】
・事故類型別で見ると、死亡事故では人対車両が約4割（42.9%）と多く、重傷事故では車両相互が約7割（66.4%）と多い。
・状態別で見ると、死者及び重傷者ともに歩行者が最も多く、このうち高齢者の占める割合が高い（死者では、自転車乗用中の高齢者の割合も高い。）。

状態別死者数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）

注１：「その他」とは、リヤカー、荷車等人又は動物の力により運転する車で自転車及び駆動補助機
付自転車以外のものをいう。

２： 【 】内の数値は、令和５年中の高齢者の重傷者数を示し、内数である。

状態別重傷者数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）(人)

(人)

事故類型別交通死亡事故件数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）

事故類型別交通重傷事故件数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）

(件)

(件)

注：（ ）内の数値は、令和５年中の死亡事故件数の割合を示す。 注１：【 】内の数値は、令和５年中の高齢者の死者数を示し、内数である。
２：（ ）内の数値は、令和５年中の死者数の割合を示す。
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２ 歩行者事故の発生状況

【令和5年の特徴】
・歩行中死者・重傷者のうち、横断歩道横断中が約4割（35.0%）を占める。
・歩行者側に何らかの違反が認められる割合は、死者・重傷者で約2割（20.6%）を占めており、死傷者全体の割合（11.0%）よりも高い。

歩行者事故類型別死者・重傷者数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）

注：「その他の横断中」とは、横断歩道付近、横断歩道橋付近等を含む。

【参考】 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

死傷
者数

道路
横断中

横断歩道
横断中

1,020 964 935 923 916 926 777 796 835 874

その他の
横断中

817 817 728 725 735 676 511 538 599 576

道路横断以外 1,362 1,288 1,241 1,275 1,304 1,234 1,005 1,059 996 1,076

合 計 3,199 3,069 2,904 2,923 2,955 2,836 2,293 2,393 2,430 2,526

注１：歩行者には、第３当事者以下も含む。下表も同じ。
２：（ ）内の数値は、令和５年中の歩行者全体に占める割合を示す。
３：【 】内の数値は、令和５年中の反射材の着用者数を示し、内数である。

歩行者（第１当事者・第２当事者）の違反の有無別
死者・重傷者数の推移（Ｈ２６～Ｒ５） (％)(人)

【参考】歩行者（第１当事者・第２当事者）の違反の有無別
死傷者数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）(人) (％)

(人)

歩行者全体

うち道路横断中

うち横断歩道横断中
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３－１ 高齢者が関係する死亡・重傷事故の発生状況
状態別高齢者の死者・重傷者数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）

【令和5年の特徴】
・高齢者の死者・重傷者は、歩行者が約5割（45.2%）、次いで自転車乗用中が約3割（26.9%）を占めている。
・時間帯別歩行中高齢者の死者・重傷者数は、17時台が最も多い（平成26年から令和４年の平均では、17時から18時台が多い。）。

(人)

注１：「その他」とは、リヤカー、荷車等人又は動物の力により運転する車で自転車及び駆動補助機
付自転車以外のもの等をいう。

２： （ ）内の数値は、令和５年中の死者・重傷者数の割合を示す。

時間帯別歩行中高齢者の死者・重傷者数（令和５年中）

(時台)

(人)
令和５年中
死者・重傷者数：６３５人

歩行中重傷者

歩行中死者

歩行中死者・重傷者平均人数（Ｈ２６～Ｒ４）
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３－２ 高齢者が関係する死亡・重傷事故の発生状況
６５歳以上の運転者が第１当事者（原付以上）となる死亡・重傷事故件数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）

注１：第１当事者が原付以上の件数である。
２：「割合」とは、各年における全年齢層の死亡・重傷事故件数のうち、65歳以上の運転者が占める割合である。

【令和5年の特徴】
・65歳以上の運転者が第1当事者となる死亡・重傷事故の占める割合は約3割（29.1%）、75歳以上は約1割（12.5%）であり、それぞれ平成26年から令和4年の各割合と比較
して最も高い。

【参考】 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

事故件数
（１当原付以上）

64歳以下 14,515(127) 13,636(120) 13,049(129) 12,946(111) 12,182(118) 11,452(111) 8,872(78) 9,352(72) 9,004(78) 9,250(82)

65歳以上 3,749(37) 3,733(36) 3,709(38) 3,839(29) 3,878(49) 3,774(37) 3,014(36) 3,102(36) 3,192(38) 3,375(31)

65歳以上の割合 20.5%(22.6%) 21.5%(23.1%) 22.1%(22.8%) 22.9%(20.7%) 24.1%(29.3%) 24.8%(25.0%) 25.4%(31.6%) 24.9%(33.3%) 26.2%(32.8%) 26.7%(27.4%)

(件)

７５歳以上の運転者が第１当事者（原付以上）となる死亡・重傷事故件数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）

【参考】 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

事故件数
（１当原付以上）

74歳以下 17,139(150) 16,240(144) 15,603(151) 15,493(132) 14,748(141) 13,837(128) 10,729(103) 11,264(90) 10,855(96) 11,124(96)
75歳以上 1,125(14) 1,129(12) 1,155(16) 1,292(8) 1,312(26) 1,389(20) 1,157(11) 1,190(18) 1,341(20) 1,501(17)

75歳以上の割合 6.2%(8.5%) 6.5%(7.7%) 6.9%(9.6%) 7.7%(5.7%) 8.2%(15.6%) 9.1%(13.5%) 9.7%(9.6%) 9.6%(16.7%) 11.0%(17.2%) 11.9%(15.0%)

注１：第１当事者が原付以上の件数である。
２：「割合」とは、各年における全年齢層の死亡・重傷事故件数のうち、75歳以上の運転者が占める割合である。

(件)

注：（ ）内の数値は、死亡事故件数及び死亡事故の割合を示す。

注：（ ）内の数値は、死亡事故件数及び死亡事故の割合を示す。

75歳以上の割合74歳以下 75歳以上

64歳以下 65歳以上 65歳以上の割合
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調査不能

妨害目的

予測不適

交通環境

動静不注視

外在的

前方不注意

内在的

前方不注意

安全不確認

操作不適

【令和5年の特徴】
・人的要因比較では、75歳以上の運転者は、74歳以下の運転者と比較して、操作不適（10.3%、+6.1ポイント）、安全不確認（62.3%、+3.9ポイント）の割合が高い。
・事故類型比較では、75歳以上の運転者は、74歳以下の運転者と比較して、車両単独事故（6.3%、+3.9ポイント）、人対車両（39.4%、+8.7ポイント）、車両相互における出会
い頭（32.0%、+7.3ポイント）の割合が高い。

３－３ 高齢者が関係する死亡・重傷事故の発生状況
自動車（乗用車・貨物車）運転者による年齢層別死亡・重傷事故の人的要因比較

（令和５年中）

自動車（乗用車・貨物車）運転者による年齢層別死亡・重傷事故の事故類型比較
（令和５年中）

〈75歳以上の運転者〉 〈74歳以下の運転者〉

(184)

(18)

(109)

(14)

(17)

(11)

(3)

(1)

(0)

(2)

(49)

(687)

(122)

(90)

(15)

(1)

(9)

注：（ ）内の数値は、死亡・重傷事故件数を示す。

注：（ ）内の数値は、死亡・重傷事故件数を示す。

このうち、
ハンドル操作不適

59.2%（29）
ブレーキとアクセル

の踏み間違い
4.1%(2)

このうち、
ハンドル操作不適

22.2%（4）
ブレーキとアクセル

の踏み間違い
44.4%(8) (20)
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その他
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〈75歳以上の運転者〉 〈74歳以下の運転者〉



着用者数

17人

65.4%

非着用者数

7人

26.9%

不明

2人

7.7%

４ 四輪車乗車中死者の状況

四輪車乗車中のシートベルト使用別致死率比較
（令和５年中）

注：「致死率」とは、死傷者のうち死者の占める割合をいう。

四輪車乗車中死者のシートベルト着用率の推移
（Ｈ２６～Ｒ５）

注：「シートベルト着用率」とは、四輪車乗車中死者のうちシートベルト着用者（チャイル
ドシート使用者を含む。）の割合をいう。

〈運転席（26人）〉 〈助手席（2人）〉

四輪車乗車中の人身損傷程度別シートベルト使用状況
（令和５年中）

（％）

22人

66.7％

296人

90.2％

8,109人

95.1％

9人

27.3％

31人

9.5％

418人

4.9％

2人

6.1％

1人

0.3％

2人

0.0％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

死亡

重傷

軽傷

着用 非着用 着用不明

(33人)

(328人)

(8,529人)

0.26 

1.97 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

着用 非着用

約７．６倍

四輪車乗車中死者の座席別シートベルト着用率
（令和５年中）

【令和5年の特徴】
・四輪車乗車中死者の座席別では、運転席が26人（うち非着用7人、26.9%）、助手席が2人（うち非着用1人、50.0%）、後部座席が5人（うち非着用1人、20.0%）であった。
・四輪乗車中死傷者のうち、死亡に至る非着用の占める割合が、重、軽傷より高い。
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〈後部席（5人）〉



出会い頭

147件

37.8%

右折直進

123件

31.6%

追突

24件

6.2%

左折時

21件

5.4%

追越追抜

10件

2.6%

右折時その他

11件

2.8%

正面衝突

10件

2.6% その他

43件

11.1%

このうち、
二輪車直進

113件（91.9%）
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H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

二輪車対車両 二輪車対人 二輪車単独 二輪車対列車

５ 二輪車が関係する死亡・重傷事故の発生状況

【令和5年の特徴】
・二輪車が関係する類型別死亡・重傷事故のうち、二輪車対車両の事故が約9割（89.2%）を占めており、このうち出会い頭が約4割（37.8%）、右折直進が約3割（31.6%）を占
めている（右折直進のうち、二輪車の直進が約9割（91.9%）を占めている。）。
・年齢層別二輪車乗車中死者・重傷者のうち、50歳代が四分の一（24.6%）を占めている（平成26年から令和4年の平均（15.9%）と比較すると1.5倍以上増加している。）。
・損傷主部位別二輪車乗車中死者のうち、胸部と頭部で約7割（69.5%）を占めている（平成26年から令和4年の平均では約6割（59.0%）を占めている。）。

年齢層別二輪車乗車中死者・重傷者数の比較
（Ｈ２６～Ｒ５）

損傷主部位別二輪車乗車中死者数の比較
（Ｈ２６～Ｒ５）

二輪車が関係する類型別死亡・重傷事故件数の推移
（Ｈ２６～Ｒ５）(対車両（件）)

注１：【 】内の数値は、令和5年中の死亡事故件数を示し、内数である。
2：（ ）内の数値は、令和5年中の死亡・重傷事故件数の割合を示す。
3：「二輪車対車両」とは、「二輪車対四輪車」、「二輪車同士」、「二輪車対自転車」の事故等を示す。

(対人・単独・対列車（件）)

【参考】 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

死傷事故

二輪車対車両 2,526 2,307 2,203 2,332 2,191 2,017 1,703 1,759 1,686 1,775

二輪車対人 148 143 132 142 107 104 82 81 100 97

二輪車単独 26 27 18 23 28 26 21 28 15 16

二輪車対列車 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1

合 計 2,701 2,477 2,354 2,497 2,326 2,147 1,806 1,868 1,801 1,889

令和５年中
死亡・重傷事故件数：４３６件

二輪車対車両の死亡・重傷事故の内訳
（令和５年中）
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６－１ 自転車が関係する死亡・重傷事故の発生状況

【令和5年の特徴】
・自転車が関係する類型別死亡・重傷事故のうち、自転車対車両の事故が約8割（83.4%）を占めており、このうち出会い頭が約5割（51.2%）を占めている。
・死亡・重傷事故における自転車乗用中当事者は75歳以上が最多である。
・小学生から30歳代までは、他の年齢層と比較して第1当事者の割合が高い。

自転車が関係する類型別死亡・重傷事故件数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）

【参考】 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

死傷事故

自転車対人 153 119 115 119 143 129 99 114 122 119

自転車対車両 4,249 3,818 3,836 3,983 3,974 3,753 2,980 3,209 3,001 3,059

自転車同士 162 108 116 102 118 120 94 90 91 79

自転車単独 98 89 72 63 51 73 64 48 39 32

自転車対列車 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0

合 計 4,662 4,134 4,139 4,267 4,287 4,075 3,237 3,462 3,253 3,289

(対車両(件))
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200 第1当事者 第2当事者 第１当事者の割合

当事者数合計：476人
第１当事者の合計：109人
（第1当事者の構成率：22.9％）

自転車が関係する死亡・重傷事故における
職業・年齢層別自転車乗用中当事者数（第１当事者・第２当事者）

（令和５年中）

(自転車同士・対人・単独・対列車(件))

注：「自転車対車両」とは、「自転車対四輪車」や「自転車対二輪車」の事故等を示す。

自転車対車両の死亡・重傷事故の内訳（令和５年中）

出会い頭

191件

51.2%

左折時

45件

12.1%
右折その他, 40件, 10.7%

追越追抜, 23件, 6.2%

右折直進, 22件, 5.9%

追突, 20件, 5.4%

正面衝突, 9件, 2.4%

すれ違い, 7件, 1.9% その他, 16件, 4.3%

このうち、
自転車直進

20件（90.9%）

令和５年中
死亡・重傷事故件数：４４７件



安全不確認

54人

39.7%

運転操作不適

16人
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動静不注視
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前方不注意
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0.7%

安全運転義務その他
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指定一時不停止
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交差点安全進行
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10.3%

信号無視
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優先通行妨害
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3.7%

徐行場所違反

4人

2.9%

右側通行

3人

2.2%

その他違反

1人

0.7%

６－２ 自転車が関係する死亡・重傷事故の発生状況

【令和5年の特徴】
・自転車乗用中に何らかの違反が認められる割合は、死者・重傷者で約3割（32.9%）を占めており、死傷者全体の約2割（16.2%）と比較して高い（平成26年から令和4年の
各割合においても同様の傾向である。）。
・自転車乗用中死者・重傷者の違反内訳では、安全不確認が約4割（39.7%）を占めている。

自転車乗用中違反（第１当事者・第２当事者）の有無別
死者・重傷者数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）

【参考】自転車乗用中違反（第１当事者・第２当事者）の有無別
死傷者数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）

自転車乗用中死者・重傷者の違反内訳（令和５年中）

自転車乗用中死者・重傷者の違反内訳（Ｈ２６～Ｒ４平均）
(人)

(人)

243 229 216 193 167 151 145 123 146 136

356 338 330

413 360 341 251
299 258 278

(599)
(567) (546)

(606)

(527)
(492)

(396) (422) (404) (414)40.6% 40.4% 39.6%

31.8% 31.7% 30.7%
36.6%

29.1%
36.1% 32.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

違反あり 違反なし 違反の割合

1,186 1,007 937 824 768 707 561 544 558 514 

3,331 3,008 
3,079 

3,320 
3,370 3,240 2,588 

2,797 2,570 
2,650 
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注：「調査不能」、「対象外当事者」を除く。

安全運転

義務違反

128.0人

71.4%



６－３ 自転車が関係する死亡・重傷事故の発生状況

【令和5年の特徴】
・自転車乗用中死者・重傷者のヘルメット着用率は13.8%で、令和4年（7.6%）と比較して倍増している。
・職業・年齢層別自転車乗用中死者・重傷者のヘルメット着用率は、小学生（23.5%）、中学生（22.2%）及び40歳代（21.4%）が約2割と高く、死傷者では中学生以下（幼児：
63.3%、小学生：20.9%、中学生：36.6%）が高い。

自転車乗用中死者・重傷者のヘルメット着用率の推移（Ｈ２６～Ｒ５）

【参考】自転車乗用中死傷者のヘルメット着用率の推移（Ｈ２６～Ｒ５）
(人)
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職業・年齢層別自転車乗用中死者・重傷者のヘルメット着用率
（令和５年中）
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歩行中児童(小学生)の通行目的別重傷者数
（令和５年中）

７ 児童（小学生）が関係する交通事故発生状況

児童（小学生）の学齢別状態別の重傷者数
（令和５年中）

児童（小学生）の歩行中・自転車乗用中の
時間帯別重傷者数

（令和５年中）

（人）
（時台）

（人） 児童（小学生）の状態別死者・重傷者数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）

【参考】 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

登下校中の構成率 18.4% 28.9% 27.5% 33.3% 30.3% 41.2% 30.0% 43.2% 38.1% 31.8%

注：上記表は、児童の歩行中死者・重傷者数のうち、登下校中の死者・重傷者の構成率を示す。

【令和5年の特徴】
・児童（小学生）の死者・重傷者数は減少傾向で推移している（令和5年中に死者はいなかった。）。
・児童（小学生）の重傷者のうち、時間別では15時から18時台に多い。
・児童（小学生）の重傷者のうち、小学6年生は自転車乗用中のみであった。
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８－１ 飲酒運転による交通人身事故発生状況

時間帯別発生状況（令和５年中）

月別発生状況（令和５年中）

【令和5年の特徴】
・飲酒運転による人身事故は、10年間で減少傾向にあり、令和4年と比較すると、人身事故件数及び死亡事故件数ともに減少した。
・月別で見ると、5月が最多となっている。
・発生時間帯で見ると、夜間帯（19時台及び22時台から0時台）に多く発生しており、死亡事故は全て夜間帯に発生している（平成26年から令和4年の平均では、21時台が
最多である。）。

年別飲酒運転による人身事故件数の推移（Ｈ２６～Ｒ５）
(総数：件) (死亡：件)

【参考】 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

飲酒運転事故件数 209 215 189 178 192 164 133 102 123 116

うち死亡事故件数 15 16 11 4 9 13 8 4 7 6

飲酒運転による死者数 18 17 11 4 9 13 8 5 7 6

飲酒運転による負傷者数 292 300 263 269 265 218 176 117 168 157

【参考】 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

飲酒運転事故件数 7 9 11 9 17 4 11 7 8 11 11 11

うち死亡事故件数 1 0 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

飲酒運転による死者数 1 0 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0

飲酒運転による負傷者数 10 12 15 9 22 6 14 10 12 19 14 14
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８－２ 飲酒運転による交通人身事故発生状況

【参考】飲酒状況別・年齢層別飲酒運転による人身事故件数
（Ｈ２６～Ｒ４の平均）

【令和5年の特徴】
・30歳代が最多となっており、次いで40歳代が多くなっている。
・酒酔い運転の割合（44.8%）が、平成26年から令和4年の平均（13.8%）と比較して3倍以上増加した。

飲酒状況別・年齢層別飲酒運転による人身事故件数
（令和５年中）

注：「その他」は、基準値以下及び検知不能を示す。 注：「その他」は、基準値以下及び検知不能を示す。

酒酔い件数：52件（44.8%）
酒気帯び件数：50件（43.1%）
基準値以下・検知不能：14件（12.1%）
合計：116件
※( )内の数値は、割合を示す。

(件) (件)

酒酔い件数：23.2件（13.8%）
酒気帯び件数：98.0件（58.3%）
基準値以下・検知不能： 46.8件（27.9%）
合計：168.0件
※( )の数値は、割合を示す。
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日曜日
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８－３ 飲酒運転による交通人身事故発生状況

【令和5年の特徴】
・曜日別では、土曜日及び日曜日で約4割（39.7%）と多いが、曜日にかかわらず発生している（令和4年も同じ傾向であった。）。
・飲酒先は、飲食店が約5割（59件、50.9%）を占めている。
・運転の目的別では、飲食と買物で半数以上（61件、52.5%）を占めている。

飲酒運転者の飲酒先（令和５年中）

運転の目的（令和４年中）飲酒運転者の飲酒先（令和４年中）

運転の目的（令和５年中）
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3件, 2.6%

12件

10.3%
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全体の31.9%が3時間
以上経過後に運転を
開始

親族・知人宅駐車場, 5件, 12.8%
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パーキング

24件
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その他

39件

33.6%

飲酒運転開始場所（令和５年中）その他の内訳

24件中22件の飲酒先が
飲食店

８－４ 飲酒運転による交通人身事故発生状況

【令和5年の特徴】
・飲酒終了から運転開始までの経過時間のうち、3時間以上経過後での運転開始が約3割（37件、31.9%）を占めている。
・運転開始場所は、飲食店駐車場、自宅駐車場及びコインパーキングで全体の約7割（77件、66.4%）を占めている。
・飲酒運転に対する主な弁解は、「警察に見つからなければ大丈夫だと思った。」、「休憩したのでアルコールは抜けたと思った。」など自分本位な理由であった。

飲酒終了から運転開始までの経過時間（令和５年中）

飲酒終了から運転開始までの経過時間（令和４年中）
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飲酒運転開始場所（令和４年中）

その他の内訳

23件中21件の飲酒先が
飲食店

飲食店駐車場、自宅駐車場、コイン
パーキングで全体の66.4%
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パーキングで全体の68.3%
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全体の28.5%が3時間
以上経過後に運転を
開始


